アクセシビリティJIS(JIS X 8341-3) 理解度テスト

　　 ねん 　　 くみ　なまえ 　     　　　　　　　　　
ウェブコンテンツJISの基礎知識 編
【1】アクセシビリティを理解するうえで重要な、以下の略語の正式名称を書け。
WAI　 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
WCAG　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  )
【2】ウェブアクセシビリティJISの適用範囲について、正しい記述には○を、誤っているものには×を付けなさい。
（　　）ウェブ制作に関わる全ての工程が適用範囲である。全ての工程とは保守や運用も含むもので、これはWCAG1.0に倣ったものである。

（　　）アクセシビリティJISへの準拠は任意であるが、政府・自治体がウェブサイト構築を外部委託する際には「尊重しなければならない」と定められている(工業標準化法)。
（　　）ウェブコンテンツとはWWWブラウザで閲覧できるインターネット上の電子文書を指し、イントラネットやCD-ROMなどの記録媒体に記述された電子文書は含まれない。

【3】「4.2 基本的要件」で想定されている、ウェブコンテンツJISが対象とする3つの障害を挙げよ。

視覚障害・（　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　）
ウェブコンテンツJISの条文 編
【4】
5.2 構造及び表示スタイル
a)ウェブコンテンツは、見出し、段落、リストなどの要素を用いて文書の構造を
規定（　　　　　　　　　）。
カッコ内に入る文言として正しいものを選べ。

（　　）することがのぞましい
（　　）しなければならない
（　　）することが認められる

【5】
5.2 構造及び表示スタイル

c)表は、分かりやすい表題を明示し、できる限り単純な構造にして、適切なマーク付けによってその構造を明示しなければならない。
アクセシブルな表をマークアップする際に重要な要素・属性名、説明を書きなさい。
（　　　　　　）要素：表に含まれる情報をわかりやすく示す表題

scope属性：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

id属性：データセルにユニークな識別子として付けるためのもの
（　　　　　　）属性：データセルに対応する見出しのid属性値を示すためのもの
【6】
f)フレームは, 必要以上に (　1　)。使用するときは, 各フレームの(　2　)が明確になるように(　3　)。

カッコ内に入る文言として正しいものに○を付けなさい。

1. 用いないことが望ましい ・ 用いてはならない ・ 用いたほうがよい
2. 名称 ・ 役割 ・ 詳細

3. 配慮しなければならない ・ 配慮すべきではない ・ 配慮することが望ましい
【7】
5.3 操作及び入力

d)表組みの要素をレイアウトのために（　　　　　　　　　）。
カッコ内に入る文言として正しいものを選べ。

（　　）使ってはならない
（　　）使う際にはよく注意する
（　　）使わないことが望ましい
【8】

5.3 操作及び入力

b)入力欄を使用するときは、何を入力すればよいかを理解しやすく示し、操作しやすいよう配慮しなければならない。
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上記の入力フォームについて、アクセシビリティ上改善すべき点を挙げよ（いくつでも）。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【9】
5.3 操作及び入力

d) 制限時間があるときは、利用者によって時間制限を延長又は解除できることが望ましい。これができないときは、代替手段を用意しなければならない。

「代替手段」とは具体的にはどのようなものがあるか、例を挙げよ。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【10】
5.3 操作及び入力

g)ハイパリンク及びボタンは、識別しやすく、操作しやすくすることが望ましい。
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このリンク方法はアクセシビリティ的に正しくないが、その理由を述べよ。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【11】
5.3 操作及び入力

i)利用者がウェブコンテンツにおいて誤った操作をしたときでも、元の状態に戻すことができる手段を提供しなければならない。

「元の状態に戻すことができる手段」として提供されているものの例を挙げよ。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【12】

5.4 非テキスト情報

a)画像には, 利用者が画像の(　1　)を的確に理解できるようにテキストなどの代替情報を提供(　2　)

カッコ内に入る文言として正しいものに○を付けなさい。

1. 名称 ・ 内容 ・ 詳細
2. しなければならない ・ すべきではない ・ することが望ましい
【13】

d)動画など時間によって変化する非テキスト情報には、字幕又は状況説明などの手段によって、同期した代替情報を提供（　1　）。同期して代替情報が提供できない場合には、内容についての説明を何らかの形で提供（　2　）。
カッコ内に入る文言として正しいものに○を付けなさい。
1： することが望ましい ・ するよう最大限努力せねばならない ・ しなければならない
2： してもしなくてもよい ・ することが望ましい ・ しなければならない

【14】
5.5 色及び形

a)ウェブコンテンツの内容を理解・操作するのに必要な情報は、色だけに依存して提供してはならない。
ウェブ上で、情報を「色だけに依存して提供」している具体的な例を挙げよ。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【15】

5.5 b)ウェブコンテンツの内容を理解・操作するのに必要な情報は、形又は位置だけに依存して提供（　　　　　　　　　）。
カッコ内に入る文言として正しいものを選べ。
（　　）しないことが望ましい
（　　）することは妨げられない

（　　）してはならない
【16】
5.6 a)文字のサイズ及びフォントは、必要に応じ利用者が変更できるようにしなくてはならない。

HTML+CSSのマークアップで、利用者が文字サイズを変更できるサイズ指定単位を挙げよ。
% ・ （　　　　　　）
【17】

5.7 音

a) 自動的に音を再生しないことが望ましい。自動的に再生する場合には、再生していることを明示しなければならない。

「再生していることを明示」するための具体的方法の例を挙げなさい。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【18】

5.8 速度

b)早い周期での画面の点滅を避けなければならない。

早い周期での画面の点滅は（　1　）を起こす危険性があるが、もっとも危険だとされる色の組み合わせは（　2　）と（　3　）である。カッコ内には何が入るか。
1：（　　　　　　　　）

2：（　　　　　　　　）

3：（　　　　　　　　）

【19】

5.9 言語

a) 言語が指定できるときは, 自然言語に対応した言語コードを記述しなければならない。

日本語のHTML文書においては, HTML要素の（　1　）属性で第一言語“ja”を指定し, 文字コードを下記のような（　2　）要素によって指定する。

<(2) http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" />

1：（　　　　　　　　）

2：（　　　　　　　　）

【20】

e) 表現のために単語の途中でスペース又は改行を（　　　　　　　　）。

カッコ内に入る文言として正しいものを選べ。
（　　）入れないことが望ましい

（　　）入れる際には注意する

（　　）入れてはならない
【21】

6.1 企画・制作に関する要件

ウェブコンテンツの情報アクセシビリティが容易に維持できるよう企画・制作しなければならない。

アクセシビリティを容易に維持するために、以下の項目において気をつけるべき点を説明せよ。
CMS （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
文書（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【22】
6.4 フィードバックに関する要件

ウェブコンテンツの企画・制作を行う者は、利用者の意見を収集する窓口を用意し、利用者からの意見をウェブコンテンツの情報アクセシビリティの確保・向上に（　　　　　　）。
カッコ内に入る文言として正しいものを選べ。
（　　）活かさなければならない

（　　）活かしてはならない
（　　）活かすことが望ましい
【23】

6.5 サポートに関する要件　

利用者とコミュニケーションが取れるよう、問い合わせ先をウェブコンテンツ上の分かりやすい位置に明示（　　　　　　　　　）。

カッコ内に入る文言として正しいものを選べ。
（　　）することが望ましい

（　　）しなくてはならない

（　　）しないことがよい
【24】
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<input type="radio" (1)="yes" value="yes"><(2) for="yes">はい</(2)>

<input type="radio" (1)="no" value="no" checked><(2) for="no">いいえ</(2)>

上記のようなウェブページのマークアップ方法を、アクセシブルにするために必要なHTMLタグを記しなさい。
1：（　　　　　　　　）
2：（　　　　　　　　）

【25】
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社員旅行は、<(1)>

 <rb>長万部</rb>

 <rp>(</rp>

 　<rt>おしゃまんべ</rt>

 <rp>)</rp>

</(1)>

に決まりました。

上記のように、ふりがな表記付きのマークアップを行うために必要なHTMLタグを記しなさい。
1：（　　　　　　　　）

【26】

次の項目のうちアクセシビリティの対応として、正しい記述には○を、誤っているものには×を付けなさい。

（　　）ブログから外部リンクへ飛ばす場合は、引き続きブログを参照し続けられるように、target="_blank" で別ウィンドウを開いて画面遷移させるようにする。
（　　）リダイレクトする場合は、meta要素による自動リダイレクトを利用せずに、明示的にコンテンツが移動したことが分かるリンクを表示し、利用者にクリックさせるようにする。
（　　）Ajaxで非同期にコンテンツの一部を書き換える方法は、利用者にコンテンツが変わったことを伝える手段がないので、今後一切使うべきでない。

（　　） JavaScriptサポートしていない、もしくは利用できないウェブブラウザのために、 noscript要素で代替手段を利用者に知らせる。

ウェブコンテンツJIS 付属書 編

【27】
次の付属書の抜粋で抜けている1から6が、下記に示すＡからＬのどれに該当するか記号で答えよ。

1.1 制定の趣旨
インターネットの役割は情報へのアクセスを保証するインフラとしての性格を持つにいたっている。したがって、高齢者や障害者など（　1　）といわれる人たちのインターネットの利用を阻害する要素を取り除き、活用を促進することが社会的な役割として増々重要になっている。
特定の障害特性にだけ着目したウェブコンテンツを作成したり、一般用と特定の障害対応のように分けたりすることは、（　2　）として排除しないが、この規格が目指した精神は、一つのコンテンツで（　3　）な利用者に利用しやすくするための技術的な基準と示すことにある。

1.4 規格の構成
本体４.（一般原則）でこの規格の原則となる精神をのべ、配慮すべき利用者の特性を定義した。これらの特性をもった利用者にウェブコンテンツを支障なく利用・（　4　）できるようにすることがこの規格の目的である。

本体５.（開発及び政策に関する個別要件）では、実際にウェブコンテンツを開発・制作する場合に参照すべき技術的な内容について解説している。

本体６.（情報アクセシビリティの確保・向上に関する全般的要件）では、ウェブの企画から（　5　）・運用にいたるプロセスの中で配慮すべき要件をまとめている。制作現場においてその担当者がこの規格を参照するだけではなく、ウェブコンテンツの発注者や、保守を担当する者も含めたウェブコンテンツの（　6　）の中でこの規格を利用することを求めている。

選択項目

Ａ：国際基準　　Ｂ：ライフサイクル　　Ｃ：場合によってはやむを得ない方法
Ｄ：SMIL 2.0　　Ｅ：配慮すべき項目　　Ｆ：操作
Ｇ：多様　　　　Ｈ：定義　　　　　　　Ｉ：情報弱者

Ｊ：保守　　　　Ｋ：制作　　　　　　　Ｌ：文化的背景
回答欄

1：（　　　）　　2：（　　　）　　3：（　　　）

4：（　　　）　　5：（　　　）　　6：（　　　）
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